
新規 継続

完了

第2期掲載における改善内
容

空き家については、今後も増加が予想されることから定期的に実態調査を実施し、適正管理依頼と同時に空家
等の発生を予防する取組や空き家を解消しやすい制度の構築を図る。

上記理由 今後も適正管理に向けた助言や指導は継続する必要があるため。

第２期実施計画への掲載状況 掲載継続 事業の統廃合を図る 休止・廃止

達成状況 達成できた おおむね 達成できた 達成できなかった その他

事業総括
○雑草・樹木の繁茂や毛虫の発生などの苦情が多く寄せられており、今後もこのような類の苦情は増加するこ
とが予想されることから適正管理に向けた助言や指導は継続する。

40 38 95 127

事業実績

実施内容

【成果指標の現状値】
　　空き家等に関する苦情等件数　　80件

事業実績（成果指標以外）
平成29年度
（2017）

平成30年度
（2018）

令和元年度
（2019）

令和2年度
（2020）

管理不全による適正管理依頼

備考

事業費
（単位：千円）

0 4,698 520 505

47件/年 37件/年 80件/年 31件/年

平成29年度
（2017）

平成30年度
（2018）

令和元年度
（2019）

令和2年度
（2020）

平成30年度
（2018）

令和元年度
（2019）

令和2年度
（2020）

令和2年度
（2020）

目標値

手段
　空き家等の現状、課題を整理し、空き家の防止、利活用の推進、管理不全な特定空家等への対策を明確にす
る計画を作成する。また、空き家等の所有者に対し流通及び適正管理に向けた助言又は指導などを行う。

事業開始年度 平成28（2016） 年度 事業終了年度 － 年度

目的
　空き家等の適正管理を促し、市民の安全・安心な暮らしを守る。

施策名 空き家の利活用対策の推進

基本事業名 空き家の適正管理の推進

基本目標 安全・安心 地域で助け合い、災害に強く犯罪のない、安全・安心なまち

事業名 空き家等対策

事業検証シート

成果指標

空き家等に関する苦情件数

平成29年度
（2017）

現状値の推移

53件/年


